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上段：①上野四万温泉場真図 P8202 №1535 

（縦 39cm×横 54cm）  

下段：②上野国川原湯温泉 P8305 №210-4 

（縦 27cm×横 37cm） 

 

上段：③上野国八塩野栗全図 P8202 №4442 

（縦 38cm×横 58cm）  

下段：④上州藪塚温泉之図 P9301 №637-50 

（縦 29cm×横 43cm） 

 

 

８
月
３
日
か
ら
開
催
中
の
テ
ー
マ
展
示
１

で
は
、
草
津
や
伊
香
保
温
泉
を
は
じ
め
、
本

県
を
代
表
す
る
温
泉
地
の
当
時
の
に
ぎ
わ
い

を
伝
え
る
絵
図
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

①
は
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
印
刷
、

発
行
さ
れ
た
四
万
温
泉
の
絵
図
で
す
。
電
線

が
温
泉
地
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
時
は
中
之
条
か
ら
馬
車
が
通
っ
て
お

り
、
馬
車
や
馬
車
会
社
の
建
物
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

②
は
川
原
湯
温
泉
の
旅
館
を
描
い
た
絵

図
で
す
。「
萩
原
」「
敬
業
館
」
と
旅
館
の
名

称
を
記
し
た
旗
を
高
く
掲
げ
て
い
ま
す
。
温

泉
街
は
平
成
26
年
に
高
台
に
移
転
し
ま
し

た
が
、
か
つ
て
は
吾
妻
川
に
沿
っ
て
旅
館
が

点
在
し
て
い
ま
し
た
。 

 

③
は
八
塩
温
泉
の
絵
図
で
す
。
明
治
時
代

の
様
子
を
描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
３
軒

の
大
き
な
旅
館
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
寺
社

や
製
糸
場
な
ど
様
々
な
建
物
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
絵
図
の
右
に
は
、
最
澄
の
発
願
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
宝
塔
の
一
つ
で
、
寛
文
12
年

（
１
６
７
２
）
に
再
建
さ
れ
た
浄
法
寺
の
相

輪
塔
（
「
相
輪
橖
」
と
も
書
き
、
現
在
は
藤

岡
市
の
指
定
文
化
財
）
の
位
置
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

④
は
明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
の
藪
塚
温

泉
の
絵
図
で
す
。
絵
図
の
上
に
は
、
明
治
８

年
の
分
析
試
験
表
の
他
、
入
浴
方
法
や
効

能
、
主
要
各
地
へ
の
距
離
が
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。 

①
～
④
の
史
料
は
、
平
成
30
年
度
に
拡
大

パ
ネ
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。 
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今
年
の
４
月
に
群
馬
県
立
文
書
館
長

に
着
任
し
ま
し
た
浅
見
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

文
書
館
は
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
に

開
館
し
て
以
来
、
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
支
援
に
よ
り
、
館
の
事
業
・
活
動
等

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

 

そ
し
て
５
月
に
新
し
い
「
令
和
」
の
時

代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
「
県
民
に

開
か
れ
た
文
書
館
を
目
指
す
」
を
基
本
目

標
に
掲
げ
、
館
収
蔵
の
資
料
を
よ
り
多
く

の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
収
集
・
整

理
・
公
開
」
「
他
の
機
関
と
連
携
し
た
古

文
書
講
座
、
展
示
等
の
実
施
」
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信
の
充
実
」
に

集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。 

 

第
１
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
資

料
の
利
活
用
と
保
存
の
両
面
か
ら
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
の
保
存
・
蓄
積
を
図
り
ま
す
。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
に
つ
い
て
の
保

存
・
活
用
の
指
針
を
作
成
し
ま
す
。
さ
ら

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
提
供
や
国
立
公
文
書
館
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
（
デ
ー
タ
の
横
断
検
索
）

が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。 

第
２
の
他
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

県
立
図
書
館
や
市
町
村
等
と
連
携
し
た

講
座
・
展
示
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
当

館
の
古
文
書
講
座
は
県
民
の
皆
様
の
関

心
が
高
く
、
修
了
者
は
既
に
延
べ
４
千
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
さ
ら
に

新
規
事
業
と
し
て
、
市
町
村
と
連
携
し
て

「
県
立
文
書
館 

出
張
！
古
文
書
講
座
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
講
座
は
当
館
職
員

が
県
内
市
町
村
の
郷
土
資
料
館
等
へ
出

向
き
、
地
域
の
古
文
書
を
用
い
た
「
古
文

書
講
座
」
と
市
町
村
職
員
に
よ
る
「
展
示

解
説
会
」
等
を
行
う
事
業
で
す
。
第
１
回

は
沼
田
市
で
行
い
、
地
域
の
皆
様
に
館
収

蔵
資
料
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
元
号
「
令
和
」
の
典
拠
と
な
っ

た
『
万
葉
集
』
や
「
群
馬
の
温
泉
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
展
示
に
お
い
て
、
県
立
図
書

館
と
連
携
し
た
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
３
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
古
文
書
講
座
等

の
ほ
か
、
今
年
か
ら
館
所
蔵
の
国
指
定
重

要
文
化
財
の
絵
図
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
す

る
ほ
か
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
相
談
事
例
を
掲

載
し
ま
す
。
さ
ら
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
た
話
題
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。 

 

 

現
在
、
群
馬
県
は
公
文
書
管
理
条
例
の

制
定
に
向
け
、
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
文
書
館
の
歴
史
資
料
保
存
利

用
機
関
と
し
て
の
存
在
意
義
は
、
よ
り
一

層
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
当
館
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

県
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

８
月
３
日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
、
標
記

の
テ
ー
マ
展
示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本

県
の
温
泉
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
企
画
と

し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
群
馬
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

文
書
館
は
、
温
泉
関
係
の
文
書
を
多
数

収
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
展
示
で
は
、
主
に

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
絵
図
や
写
真
、

公
文
書
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
50
年
代
の
群
馬
の
温
泉
を
特
集
し
た

「
グ
ラ
フ
ぐ
ん
ま
」
、
そ
し
て
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
現
在
の
写
真
を
対
比
し
て
展
示
し
ま

し
た
。 

 

展
示
項
目
は
、
①
絵
図
で
描
か
れ
た
温

泉
地
、
②
記
録
で
見
る
温
泉
地
の
に
ぎ
わ

い
、
③
温
泉
地
へ
の
交
通
、
④
ぐ
ん
ま
の

温
泉 

あ
れ
・
こ
れ
、
と
し
、
当
館
収
蔵

史
料
の
中
か
ら
38
点
を
選
び
ま
し
た
。 

 

項
目
①
で
は
、
草
津
、
伊
香
保
を
は
じ

め
と
し
て
温
泉
地
を
描
い
た
絵
図
６
点
を

壁
に
掛
け
、
草
津
、
伊
香
保
、
四
万
温
泉

の
泉
質
や
効
能
、
内
服
の
方
法
に
つ
い
て

ま
と
め
た
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
の
「
入

浴
者
心
得
」
を
展
示
し
ま
し
た
。「
入
浴
者

心
得
」
は
漢
字
に
読
み
仮
名
が
付
け
ら
れ

て
い
て
、
比
較
的
読
み
や
す
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

項
目
②
で
は
、
本
県
を
訪
れ
る
観
光
客

の
多
く
が
温
泉
地
に
足
を
運
ぶ
と
と
も
に
、

温
泉
地
を
特
徴
づ
け
る
名
所
旧
跡
も
訪
ね

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
時
の
浴
客
数

を
記
録
し
た
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
の

文
書
と
、
石
段
の
上
に
鎮
座
し
、
今
も

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
伊
香
保
神
社

を
描
い
た
明
治
29
年
（
１
８
９
６
）
の
文

書
を
展
示
し
ま
し
た
。 

項
目
③
で
は
、
四
万
温
泉
に
向
か
う
県

道
の
整
備
に
関
す
る
伺
い
や
、
軽
井
沢
か

ら
草
津
温
泉
ま
で
県
境
を
越
え
て
物
資
と

人
々
を
運
ん
だ
軽
便
鉄
道
の
敷
設
申
請

書
や
路
線
図
（
写
真
）
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。 項

目
④
で
は
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）

の
草
津
村
と
伊
香
保
村
の
「
壬
申
地
券
地

引
絵
図
」（
部
分
）
や
四
万
温
泉
を
勧
進
元

（
主
催
者
）
と
し
て
作
成
さ
れ
た
大
正
４

年
（
１
９
１
５
）
の
温
泉
番
付
な
ど
、
温

泉
に
関
す
る
多
様
な
史
料
を
選
び
ま
し
た
。 

 

「
群
馬
プ
レ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
連
携
展

示
」
に
引

き

続

い

て
、
県
立

図
書
館
所

蔵
の
温
泉

関
係
の
郷

土
図
書
を

閲
覧
室
に

展
示
し
、

１
階
ロ
ビ

ー
に
は
県

令
和
元
年
度 

テ
ー
マ
展
示
１ 

「
い
い
湯
だ
な
ぁ
～
♪ 

ー
ぐ
ん
ま
の
温
泉 

今
・
昔
ー
」 

 

沓掛草津間軌道線路平面図（A0384A0G №756） 

 

県
民
に
開
か
れ
た
文
書
館
を
目
指
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

館
長 

浅
見
英
朗 
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内
各
地
域
の
温
泉
を
取
り
上
げ
た
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

●
前
橋
市
立
第
五
中
学
校 

第
五
中
学
校
１
年
生
の
１
３
９
名
（
４

ク
ラ
ス
）
が
、
７
月
４
日
に
社
会
科
（
歴

史
的
分
野
）
の
授
業
の
一
環
と
し
て
来
館

し
ま
し
た
。
当
館
で
は
授
業
協
力
と
し
て
、

収
蔵
史
料
を
活
用
し
た
３
つ
の
学
習
活
動

を
ク
ラ
ス
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。 

１
つ
め
の
学
習
活
動
は
、
展
示
室
の
郷

土
史
料
の
紹
介
・
解
説
で
し
た
。
こ
こ
で

は
生
徒
に
も
親
し
み
や
す
い
、
郷
土
の
温

泉
・
城
郭
の
絵
図
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、「
令
和
」
改
元
の
典
拠
史
料
や
、
織

田
信
長
な
ど
著
名
な
人
物
の
古
文
書
も

紹
介
し
、
生
徒
の
「
歴
史
」
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
改
元
に
関
す
る
史
料
が
、
身
近
な

施
設
で
見
ら
れ
る
こ
と
に
驚
い
て
い
る
生

徒
も
い
ま
し
た
。 

 

２
つ
め
の
学
習
活
動
で
は
、
生
徒
た
ち

の
学
校
区
を
含
ん
で
い
る
江
戸
時
代
の
絵

図
を
活
用
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
絵
図

に
あ
る
古
墳
や
道
路
な
ど
を
手
が
か
り
に
、

学
校
周
辺
の
今
と
昔
の
様
子
を
比
べ
、
普

段
見
慣
れ
て
い
る
寺
や
道
路
、
川
な
ど
が
、

昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
あ
る
こ
と
に
感
心
し

て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

３
つ
め
の
学
習
活
動
で
は
、
江
戸
時
代

の
上
野
国
絵
図
（
約
５
ｍ
四
方
）
の
原
寸

大
複
製
品
（
64

分
割
の
特
殊
マ

ッ
ト
）
を
活
用

し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
、
特
殊

マ
ッ
ト
の
絵
図

を
完
成
さ
せ
、

完
成
し
た
絵
図

の
上
に
乗
っ
て

当
時
の
様
子
を

詳
し
く
観
察
し

ま
し
た
。 

様
々
な
史
料

を
活
用
し
た
学

習
活
動
に
楽
し

ん
で
取
り
組
む

生
徒
た
ち
の
様

子
か
ら
、
「
歴

史
」
に
対
す
る

興
味
関
心
を
高

め
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

当
館
で
は
、
小
・
中
学
校
へ
の
授
業
協

力
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
前
橋
市
立
木
瀬
中
学
校 

 

９
月
３
日
（
火
）
か
ら
５
日
（
木
）
ま

で
の
３
日
間
、
木
瀬
中
学
校
の
第
２
学
年

の
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
職
場
体

験
は
、
職
業
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
を

深
め
、
勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
学
ぶ
も
の

で
す
。 

 

１
日
目
は
閲
覧
室
の
業
務
を
体
験
し
ま

し
た
。
午
前
は
ま
ず
利
用
券
を
作
成
し
て

か
ら
、
文
書
閲
覧
票
を
検
索
Ｐ
Ｃ
で
作
成

し
、
出
納
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は

明
治
６
年
の
小
屋
原
村
絵
図
を
用
い
て
、

木
瀬
中
学
校
の
位
置
を
探
し
た
り
、
木
瀬

地
区
の
土
地
の
状
況
を
調
べ
た
り
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ビ
ュ
ー
ア
ー
の

機
能
と
特
徴
を
理
解
し
ま
し
た
。 

 

２
日
目
の
主
な
活
動
は
古
文
書
の
取
り

扱
い
で
し
た
。
午
前
は
古
文
書
に
付
着
し

て
い
る
ホ
コ
リ
を
払
い
、
な
か
な
か
触
れ

る
機
会
の
少
な
い
和
紙
の
状
態
を
一
枚
一

枚
、
慎
重
に
確
認
し
て
ラ
ベ
ル
を
貼
り
ま

し
た
。
午
後
は
書
庫
で
古
文
書
を
納
め
る

保
存
箱
を
組
み
立
て
ま
し
た
。 

 

３
日
目
は
ま

ず
館
内
の
温
湿

度
を
点
検
し
、

書
庫
の
温
湿
度

を
一
定
に
保
つ

大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。
次
に
書

庫
で
公
文
書
の

排
架
作
業
を
行

い
、
文
書
の
向

き
に
気
を
付
け

な
が
ら
、
一
冊
ず

つ
収
め
ま
し
た
。

午
後
は
複
製
本

に
ラ
ベ
ル
を
貼

り
ま
し
た
。 

３
日
間
、
生

徒
は
職
員
に
文

書
館
で
働
く
楽

し
さ
や
働
き
な
が
ら
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、

働
く
た
め
に
必
要
な
資
格
な
ど
を
質
問
し

て
、
文
書
館
の
仕
事
を
広
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

●
群
馬
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
図
書

館
部
会
（
前
橋
地
区
）
研
修 

 

７
月
23
日
（
火
）
に
約
20
名
の
先
生
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
文
書
館
職
員
に
よ

る
講
座
「
古
文
書
に
親
し
む
～
文
書
館
の

史
料
を
使
っ
て
地
域
を
知
る
～
」
が
約
50

分
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
木
家
文
書
を
中

心
に
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
の
文
書
を
読

解
し
、
八
木
家
と
萩
原
朔
太
郎
と
の
関
わ

り
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２

班
に
分
か
れ
約
40
分
間
、
書
庫
・
閲
覧
室
・

第
１
整
理
室
を
見
学
を
し
ま
し
た
。
参
加

者
の
多
く
が
国
語
科
の
先
生
や
司
書
の
方

で
し
た
が
、
閲
覧
室
で
壬
申
地
券
地
引
絵

図
を
紹
介
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
方
が
興
味

を
持
ち
、
全
体
日
程
終
了
後
に
も
閲
覧
さ

れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ

の
仕
方
次
第
で
は
、
社
会
科
・
地
歴
科
の

先

生

以

外
に
も
文

書
館
の
史

料
に
関
心

を
持
っ
て

い
た
だ
く

可
能
性
が

あ
る
こ
と

が
わ
か
る

良
い
機
会

と
な
り
ま

し
た
。 

  

 

学
校
連
携
業
務
の
報
告 
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当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
右
上
に
、
爽
や

か
な
青
色
の
バ
ナ
ー
ボ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
当
館
のf

a
c
e
b
o
o
k

（
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
）
の
入
り
口
で
す
。 

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
様
々
な
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
す
る
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
あ
り
ま

す
が
、
見
て
み
る
だ
け
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま

す
。
ま
た
、

ご
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン

は
も
ち
ろ

ん

の

こ

と
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ

ン
や
携
帯

電

話

で

も
、
前
述

の
ボ
タ
ン

か
ら
ご
覧

い
た
だ
く

こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク

の

内

容

は
、
館
内

の
催
物
や

収
蔵
史
料

の
紹
介
な
ど
を
中
心
に
、
様
々
な
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
記
事
に
は
、
写

真
も
多
数
掲
載
し
て
お
り
、
催
物
や
史
料

の
様
子
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

講
座
や
展
示
の
開
催
に
関
す
る
情
報
を
得

た
り
、
収
蔵
史
料
の
紹
介
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

    

◆
前
橋
市
富
士
見
町
・
漆
窪
（
う
る
く
ぼ
）

区
有
文
書
（
寄
託
） 

近
世
文
書
６
点
と
近
現
代
文
書
。
群
馬

県
史
編
さ
ん
室
調
査
史
料
を
含
む
。
約

６
０
０
点
。 

◆
群
馬
県
・
赤
石
幸
夫
氏
収
集
文
書
（
追

加
寄
託
） 

近
世
文
書
、
絵
図
な
ど
、
約
４
３
点
。 

◆
前
橋
市
駒
形
町
・
岡
崎
家
旧
蔵
文
書

（
マ
ル
モ
）
（
追
加
寄
贈
） 

絵
図
１
点
、
竪
帳
１
冊
。
岡
崎
家
は
群

馬
県
史
編
さ
ん
室
が
調
査
し
た
お
宅
で

あ
る
。 

◆
前
橋
市
元
総
社
町
・
長
尾
貞
治
（
さ
だ

じ
）
家
文
書
（
寄
贈
） 

近
世
文
書
、
和
本
、
明
治
期
か
ら
大
正

期
の
教
科
書
。
群
馬
県
史
編
さ
ん
室
調

査
史
料
を
含
む
。
約
９
０
点
。 

◆
前
橋
市
青
梨
子
町
・
若
宮
八
幡
宮
文
書

（
寄
託
） 

安
政
年
間
の
若
者
連
名
議
定
書
２
点
と

近
現
代
文
書
約
１
３
点
。
群
馬
県
史
編

さ
ん
室
調
査
史
料
を
含
む
。 

 

   

●
前
橋
市
大
胡
町
・
中
島
正
家
文
書 

１
５
８
４
点
を
追
加
公
開
し
ま
し
た
。

大
川
家
か
ら
の
養
子
が
持
参
し
た
大
川
家

の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
近
世
文
書

は
約
２
３
０
点
で
、
借
金
証
文
や
田
畑
の

譲
状
が
多
い
で
す
。
村
政
文
書
以
外
で
は

水
戸
藩
主
の
書
状
や
前
橋
城
の
再
築
、
前

橋
藩
関
係
の
文
書
も
あ
り
ま
す
。
近
現
代

文
書
は
大
川
家
が
大
胡
町
戸
長
な
ど
を

務
め
て
い
た
た
め
、
廻
章
・
布
達
や
役
場

文
書
が
多
く
、
周
辺
地
域
に
関
す
る
文
書

も
多
数
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
、
天
保
の
飢

饉
の
と
き
の
救
小
屋
の
様
子
が
描
か
れ
た

印
刷
物
（
写
真
、
部
分
）
な
ど
も
あ
り
ま

す
。 

新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
９
で
は
、
当

館
が
平
成
30
年
度
に
新
た
に
閲
覧
公
開

し
た
文
書
の
中
か
ら
、
特
徴
あ
る
史
料
33

点
を
選
ん
で
展
示
し
ま
し
た
。
開
催
は
前

期
・
３
月
９
日
（
土
）
～
５
月
12
日
（
日
）
、

後
期
・
５
月
18
日
（
土
）
～
７
月
７
日
（
日
）

と
分
け
、
合
わ
せ
て
千
人
を
超
え
る
観
覧

者
が
あ
り
ま
し
た
。 

公
文
書
か
ら
は
昭
和
41
年
～
同
45
年

に
作
成
さ
れ
た
文
書
の
中
か
ら
５
点
選
び

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、「
［
降
雹
被
害

記
録
］
」（
Ａ
０
１
８
１
Ｂ
０
０ 

№
４
２

６
）
は
、
昭
和
42
年
、
同
43
年
の
降
雹
に

よ
る
被
害
状
況
の
写
真
記
録
で
、
傷
つ
い

た
農
作
物
が
大
き
く
写
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

古
文
書
で
は
、
①
若
林
茂
生
家
文
書
、

②
多
加
谷
敏
則
家
文
書
、
③
中
村
茂
氏
収

集
文
書
、

④
飯
塚
洋

子

家

文

書
、
⑤
上

松
徹
氏
収

集
文
書
、

⑥
久
米
幹

男
氏
収
集

文
書
か
ら

計
28
点
の

史
料
を
出

展
し
ま
し

た
。 

ご

存

知

で

す

か

？

文

書

館

の

fa
c
e
b

o
o

k

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
） 

新
た
に
収
集
し
た 

古 

文 

書 

新
た
に
公
開
し
た 

古 

文 

書 

  

新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
９ 

 
渡辺崋山画（P08814 №1498） 
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こ
の
展
示
で
は
、
旧
前
橋
藩
士
の
子
孫

に
伝
来
し
た
武
家
文
書
、
村
方
文
書
、
絵

図
に
加
え
て
、
主
に
昭
和
戦
前
期
の
絵
は

が
き
も
多
数
展
示
し
ま
し
た
。
公
文
書
や

古
文
書
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
に
加
え
、

多
く
の
方
々
に
文
書
館
の
史
料
を
知
っ
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。 

な
お
個
々
の
文
書
の
概
要
は
、
文
書
館

だ
よ
り
第
62
号
等
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

新
規
公
開
文
書
展
の
一
角
を
使
っ
て
、

緊
急
展
示
：
「
新
元
号
令
和
の
出
典
『
万

葉
集
』
巻
第
五
」
を
４
月
４
日
（
木
）
～

４
月
28
日
（
日
）
に
実
施
し
、
勝
山
家
に

伝
来
し
た
江
戸
後
期
の
『
万
葉
集
』
の
レ

プ
リ
カ
を
展
示
し
ま
し
た
。
改
元
ブ
ー
ム

も
あ
り
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
多
数
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
大
変
好
評
を
博
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
県
立
図
書
館
で
も
４
月

29
日
（
月
）
～
５
月
６
日
（
月
）
に
特
別

展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。 

４
月
の
展
示
観
覧
者
数
は
、
前
年
度
比

８
割
増
と
な
り
、
緊
急
展
示
の
効
果
が
い

か
に
大
き
か
っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
ふ
だ
ん
文
書
館
に
足
を
運
ぶ
こ
と

が
な
い
方
に
も
、
今
後
も
こ
う
し
た
タ
イ

ム
リ
ー
な
内
容
の
展
示
を
見
て
い
た
だ
き
、

文
書
館
の
史
料
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

前
述
の
と
お
り
「
改
元
」
と
い
う
大
き

な
歴
史
の
節
目
に
、
当
館
で
は
新
元
号

「
令
和
」
の
典
拠
と
な
っ
た
『
万
葉
集
』

巻
第
五
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 

展
示
は
多
く
の
方
々
に
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
こ
の
様
子
は
、
延
べ
10
社
以

上
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
取
り
あ

げ
ら
れ
、
改
元
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
令
和
の

典
拠
史
料
の
展
示
と
併
せ
、
明
治
以
降
の

改
元
に
関
す
る
当
館
収
蔵
史
料
の
緊
急

展
示
を
、
４

月
16
日
（
火
）

～
４
月
28
日

（
日
）
に
行

い
ま
し
た
。 

 

展
示
は
、

明
治
、
大
正
、

昭
和
、
平
成

の
そ
れ
ぞ
れ

の
典
拠
と
な

っ

た

『

易

経

』
、
『

書

経
』
、『
史
記
』

を
中
心
に
紹

介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
改
元

時
に
公
布
さ

れ
る
「
改
元

の
詔
書
」
が

記
載
さ
れ
た

官
報
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。
官
報
が
出

さ
れ
て
い
な
い
時
期
の
「
明
治
」
改
元
時

の
詔
書
の
写
し
や
、
元
号
法
に
基
づ
い
た

公
布
に
よ
り
詔
書
の
な
い
「
平
成
」
改
元

時
の
官
報
な
ど
、
違
い
を
見
比
べ
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。 

 

展
示
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
展
示
し
た

全

て

の

史

料
は
、
当
館

の

閲

覧

室

で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

ぜ

ひ

改

元

に

関

す

る

史

料

を

手

に
取
り
、
歴

史

の

「

節

目
」
を
感
じ

て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

本
県
で
は
令
和
２
年
に
大
型
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
年
は
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

県
内
各
地
で
観
光
素
材
の
掘
り
起
こ
し
や

磨
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
書
館
で

は
、「
群
馬
プ
レ
Ｄ
Ｃ
連
携
展
示
」
と
名
付

け
て
、
５
月
18
日
（
土
）
～
６
月
29
日
（
日
）

に
、
文
書
館
が
収
蔵
す
る
草
津
、
伊
香
保
、

四
万
、
川
原
湯
温
泉
を
描
い
た
絵
図
や
絵

葉
書
を
玄
関
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
し
た
。 

 

ど
の
絵
図
も
人
々
が
様
々
な
装
い
で
温

泉
街
を
行
き
交
う
様
子
が
表
現
さ
れ
、
当

時
の
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
絵
葉
書
で
は
久
米
幹
男
氏
収

集
文
書
（
寄
贈
）
か
ら
６
点
、
草
津
、
伊

香
保
、
四
万
、
湯
桧
曽
温
泉
の
風
景
の
絵

葉
書
の
他
に
、
藪
塚
温
泉
の
建
物
や
、
草

津
の
湯
も
み
の
情
景
の
絵
葉
書
を
展
示
し

ま
し
た
。
湯
も
み
の
情
景
に
は
、
に
こ
や

か
な
表
情
で
歌
い
、
踊
る
人
の
姿
が
印
象

的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
県
立
図
書
館
と
連
携
し
て
、

図
書
館
が
所
蔵
す
る
温
泉
に
ま
つ
わ
る
逸

話
や
事
柄
を
記
し
た
近
現
代
の
郷
土
図

書
27
点
を
閲
覧
室
に
展
示
し
ま
し
た
。 

 

開
催
中
は
、
温
泉
地
を
取
り
上
げ
た
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
上
毛
か
る
た
も
展
示

し
て
、
群
馬
の
温
泉
の
魅
力
を
発
信
し
ま

し
た
。 

              

プ
レ
Ｄ
Ｃ
連
携
展
示 

新
元
号
「
令
和
」
典
拠
の

『
万
葉
集
』
展 

改
元
記
念
企
画
展
示
「
明
治
・
大
正
・

昭
和
・
平
成
の
改
元
」
を
終
え
て 

     

書経上＊版本（P8702 №2849）          鎮将府日誌（A0181A00 №4227） 
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８
月
31
日
（
土
）
13
時
30
分
よ
り
、

沼
田
テ
ラ
ス
内
の
沼
田
市
歴
史
資
料
館

で
、
「
出
張
！
古
文
書
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
講
座
は
、
昨
年
度
ま
で
の
「
出

前
な
ん
で
も
講
座
（
古
文
書
に
親
し
む
）
」

の
代
替
事
業
で
、
第
１
回
を
沼
田
市
歴
史

資
料
館
と
当
館
と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
①
県
立
文
書
館
の
紹
介
、

②
沼
田
地
域
の
当
館
収
蔵
史
料
を
テ
キ

ス
ト
文
書
に
し
た
古
文
書
入
門
講
座
、
③

高
山
正
資
料
館
長
に
よ
る
「
正
保
城
絵
図
」

と
常
設
展
示
解
説
な
ど
で
し
た
。 

 

当
初
、
定
員
30
名
で
参
加
者
を
募
集
し

ま
し
た
が
、
募
集
開
始
２
日
ほ
ど
で
定
員

を
超
え
、
当
日
は
50
名
近
く
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
年
数

回
の
講
座
開
催
を
希
望
す
る
意
見
も
多

数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

文
書
館
で
は
、
史
料
（
古
文
書
・
歴
史

的
公
文
書
）
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
利
用
者
の
方
々
の
相
談
日
を
設
け
て
い

ま
す
。 

昨
年
度
は
、
１
６
８
件
の
相
談
件

数
が
あ
り
（
複
数
相
談
５
件
）
、
そ
の
う

ち
文
字
読
解
が
79
件
・
資
料
所
在
が
49

件
・
資
料
相
談
が
22
件
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
今
年
度
の
第
１
四
半
期
実
績

は
、
51
件
（
昨
年
度
同
時
期
37
件
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

日
時 
第
２
・
第
４
水
曜
日 

13
時
～

17
時
（
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
緑
色
で
示
さ
れ
た
日
で
す
） 

 

＊
前
も
っ
て
、
相
談
の
日
時
や
内
容
に 

つ
い
て
、
電
話
や
メ
ー
ル
を
い
た
だ
け 

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

以
前
か
ら
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
た 

 

飲
み
物
の
自
動
販
売
機
を
当
館
の
西
側

に
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
来
館
の
際
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
館
内
で
は
貴
重
な
文
書
を
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
中
に
持
ち
込
め
る
飲
み

物
は
、
蓋
が
閉
ま
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、

中
身
が
こ
ぼ
れ
る
恐
れ
の
な
い
も
の
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

水
分
補
給
で
き
る
場
所
は
、
１
階
ロ
ビ
ー

と
２
階
休
憩
コ
ー
ナ
ー
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が
引
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
館
で
販
売
し
て

い
る
刊
行
物
の
価
格
を
改
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
刊
行
物
の
新
し
い
価
格
に
つ

い
て
は
、
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

★
テ
ー
マ
展
示
１
「
い
い
湯
だ
な
ぁ
～
♪ 

 

-

ぐ
ん
ま
の
温
泉 

今
・
昔-

」 

11
月
10
日(

日)

ま
で 

○
展
示
解
説
会 

10
月
27
日
（
日
） 

 

①

10
時

30
分
～ 

②

11
時

30
分
～ 

③
15
時
45
分
～ 

計
３
回
。
各
回
30

分
間
。
無
料
。
申
し
込
み
は
不
要
。
当

日
直
接
文
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

★
第
１
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座 

10
月
27
日
（
日
）
13
時
30
分
～ 

15
時
30
分 

演
題
：
「
群
馬
の
温
泉
め
ぐ
り
～
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
史
料
を
読
む
」 

講
師
：
群
馬
大
学
教
育
学
部 

 

関
戸
明
子 

教
授 

費
用
：
５
０
０
円
（
資
料
代
） 

申
込
期
間
：
10
月
15
日
（
火
）
ま
で 

応
募
方
法
：
「
往
復
は
が
き
」
ま
た
は

「
Ｅ
メ
ー
ル
」
。
記
載
事
項
は
文
書
館
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

★
テ
ー
マ
展
示
２
「
上
州
湯
め
ぐ
り
の
旅

（
仮
）
」 

令
和
２
年
１
月
８
日
（
水
）
～
３
月
22

日(

日)
 

★
新
規
公
開
文
書
展
２
０
２
０ 

令
和
２
年
４
月
18
日
（
土
）
～
７
月
５

日
（
日
）
（
予
定
） 

     

★
工
事
実
施
に
伴
う
休
館
に
つ
い
て 

 

現
在
、
当
館
で
は
本
館
空
調
設
備
の
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
定
で
は
、
工
事

の
終
了
は
来
年
１
月
で
す
。
工
事
に
伴
い
、

休
館
ま
た
は
閲
覧
室
の
利
用
休
止
が
あ
り

ま
す
。 

※
詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

刊
行
物
の
価
格
改
定
の
お
知
ら
せ 

今
後
の
行
事
予
定 

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
 

題
字
／
岡
庭
征
人
書 

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
よ
り 

 

 
高山館長の解説を聴く参加者      

第
１
回
出
張
古
文
書
講
座 

沼
田
市
歴
史
資
料
館
で
開
催 

 

自
動
販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た 

 

 


